
1.ムギツク

2.カマツカ

2.カワムツ

出口川

1.シマドジョウ

2.ギギ

3.ドンコ 

 府中大渡橋で見つけた生物
　
・カワゲラ　     ・ウシガエル
・ヒラタカゲロウ　・シジミ属
・コガタシマトビケラ　・カゲロウ目
・ヒラタドロムシ  ・ヒル
・コオニヤンマ　  ・ヌマエビ科
・カワニナ　　　・トンボ目
・ミズカマキリ　　・ヒゲナガカワトビケラ

メダカ

タイリクバラタナゴ
原産地はアジア大陸および台湾。
本州各地に分布。
流れの緩い場所に生息し、稚魚は
主に動物性プランクトンを食べ、
成長にともなって低層に移動して
付着藻や小さな彗星動物を食べる。

こんなにたくさんの種類の
魚や生き物がいたのは驚き
でした。

魚を触れなかった子が喜んで
触っていた。
たくさん触れあうことができた。

芦田川の生き物がいろいろ
知れたので、よかったです。

ナマズドンコ

調査日：2014/9/28

芦田川 府中大渡橋 出口川

時間 10時30分 10時10分

気温（℃） 23℃ 29℃

水温（℃） 22℃ 23℃

透視度 100cm以上 100cm以上

pH 7 7.6

COD（mg/l） 4mg/L 8mg/L

亜硝酸（mg/l） 0.02mg/L 0.04mg/L

リン酸（mg/l） 0.05mg/L 0.1mg/L

項　目
地点名 　今年は、カワムツ、ムギツク、シマドジョウ

など、比較的きれいな水質にすむ生き物がたく
さん見つかったとともに、府中大渡橋では過去
の調査ではみつかっていないメダカが見つかり
ました。
　出口川では、タイリクバラタナゴが初めて見
つかりました。
　今後もさかなを通して、芦田川の健康状況を
見守っていければと思います。

 出口川で見つけた生物
　
・ヒラタカゲロウ　　・ヒル
・コオニヤンマ　 　 ・サナエトンボ科
・カワニナ　　　　・タニシ
・ミズカマキリ　　　・ヌマエビ科
・アメリカザリガニ　・オニヤンマ
・シジミ属　 　　　・カワトンボ科
・ギンヤンマ　　　 ・ヒゲナガカワトビケラ
・アメンボ　　　　・コヤマトンボ
・トノサマガエル　　・ガムシ
・スッポン
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平成21年
平成22年
平成23年
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平成26年

きれいな川に住む魚
など、芦田川にとっ
て貴重な種類。


